
大
嘗
祭
御
祭
神
考

加

茂

正

典

一
、
大
嘗
祭
の
御
祭
神

大
嘗
祭
は
、
十
一
月
の
下
の
卯
の
日
の
夜
と
翌
未
明
に
か
け
て
、
黒
木
で
構
作
さ
れ
た
大
嘗
宮
の
悠
紀
殿
・
主
基
殿
に
お
い
て
、
新
帝

が
神
饌
を
供
進
し
自
ら
も
召
し
上
が
る
、
一
代
一
度
の
国
家
祭
祀
で
あ
る
。
大
嘗
祭
に
お
い
て
お
迎
え
す
る
御
祭
神
に
つ
い
て
は
、
平
安

前
期
の
『
儀
式
』
巻
二
・
三
・
四
の
「
践
祚
大
嘗
祭
儀
」、
ま
た
、『
延
喜
式
』
の
「
践
祚
大
嘗
祭
式
」・「
祝
詞
式
」
な
ど
に
は
明
記
さ
れ

ず
、
た
め
に
古
く
よ
り
諸
説
が
あ
る
⑴
が
、
天
照
大
神
で
あ
る
こ
と
が
文
献
上
確
認
さ
れ
る
最
古
の
資
料
は
、『
後
鳥
羽
院
宸
記
』⑵
建
暦

二
（
一
二
一
二
）
年
十
月
二
十
五
日
条
で
あ
る
。

本
条
は
、
同
年
十
一
月
に
予
定
さ
れ
る
順
徳
天
皇
大
嘗
祭
を
前
に
、
後
鳥
羽
上
皇
が
順
徳
天
皇
に
教
示
し
た
、
大
嘗
宮
に
お
け
る
天
皇

御
親
告
祝
詞
（
御
告
文
）
で
あ
り
、「
公
家
於
二

悠
紀
・
主
基
神
殿
一

可
レ

被
二

祈
請
一

申
詞
、
一
昨
日
廿
三
日
教
二

申
之
一

。
此
事
最
秘
蔵
事

也
、
代
々
此
事
不
レ

載
二

諸
家
記
一

、
又
無
二

知
人
一

歟
、
殊
秘
蔵
為
事
也
。
其
詞
云
。
坐
二

伊
勢
五
十
鈴
河
上
一

天
照
大
神
、
又
天
神
地
祇
諸

神
明
白
、
朕
因
二

皇
神
之
広
護
一

、
国
中
平
安
、
年
穀
豊
稔
、
覆
二

寿
上
下
一

、
救
二

済
諸
氏
（
民
）
一

。
仍
奉
二

供
今
年
新
所
レ

得
新
飯
一

如
レ

此
。
又
於
二

朕
躬
一

、
攘
二

除
可
レ

犯
諸
災
難
於
未
萌
一

、
不
祥
悪
事
遂
莫
二

犯
来
一

。
又
於
二

高
山
深
谷
所
々
社
々
大
海
小
門
（
川
）一
而
、
記
レ
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名
厭
祭
者
皆
尽
銷
滅
而
巳
」
と
あ
る
よ
う
に
、
卯
日
の
夜
と
翌
未
明
に
、
大
嘗
宮
（
悠
紀
殿
・
主
基
殿
）
に
お
い
て
天
皇
が
、
皇
神
の
広

き
護
り
に
よ
っ
て
「
国
中
平
安
、
年
穀
豊
稔
」
以
下
を
祈
請
す
る
の
は
、
第
一
に
、
伊
勢
の
五
十
鈴
河
上
に
坐
す
天
照
大
神
で
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
。

右
は
十
三
世
紀
初
頭
の
史
料
で
あ
る
が
、
大
嘗
宮
に
お
迎
え
す
る
御
祭
神
が
天
照
大
神
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
史
料
は
も
う
少
し
遡

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
神
座
が
舗
設
さ
れ
る
悠
紀
・
主
基
両
殿
に
お
い
て
、
天
皇
が
東
南
（
京
都
よ
り
東
南
の
伊
勢
）
に
向
か
っ

て
着
座
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
は
、
十
二
世
紀
初
頭
の
史
料
で
あ
る
。『
江
記
』⑶
天
仁
元
（
一
一
〇
八
）
年
十
一
月
二
十
一

日
条
（
鳥
羽
天
皇
大
嘗
祭
）
に
「
如
二

東
座
一

、
少
巽
」
と
あ
り
、
ま
た
、『
大
嘗
会
卯
日
御
記
』⑷
保
安
四
（
一
一
二
三
）
年
十
一
月
十
八

日
条
（
崇
徳
天
皇
大
嘗
祭
）
に
「
着
二

御
東
御
座
一

、
向
レ

巽
」
と
見
え
、
天
皇
が
東
南
に
着
御
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
方
角
の
伊
勢
神
宮
に

坐
す
天
照
大
神
を
お
迎
え
し
、
神
饌
を
天
皇
自
ら
奉
る
た
め
で
あ
ろ
う
⑸
。

二
、
伊
勢
の
斑
席
（
ま
だ
ら
む
し
ろ
）

大
嘗
宮
に
お
迎
え
す
る
御
祭
神
が
天
照
大
神
で
あ
る
こ
と
が
、
文
献
上
確
認
さ
れ
る
の
は
十
三
世
紀
初
頭
の
鎌
倉
初
期
で
、
天
皇
御
座

が
東
南
に
舗
設
さ
れ
る
こ
と
が
文
献
上
確
認
さ
れ
る
の
は
、
十
二
世
紀
初
頭
の
平
安
後
期
で
あ
る
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
大
嘗

祭
の
御
祭
神
を
考
え
る
上
で
、
従
来
看
過
さ
れ
て
い
た
史
料
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
大
嘗
宮
内
部
の
舗
設
で
あ
る
。

大
嘗
宮
の
構
成
と
殿
舎
仕
様
が
詳
細
に
窺
え
る
最
古
の
史
料
は
、
平
安
前
期
（
貞
観
期
）
成
立
の
『
儀
式
』
で
あ
り
、『
儀
式
』
巻
三

「
践
祚
大
嘗
祭
儀
中
」
に
詳
細
に
規
定
さ
れ
て
い
る
⑹
。
同
規
定
に
よ
る
と
、
大
嘗
宮
は
悠
紀
院
と
主
基
院
か
ら
構
成
さ
れ
、
両
院
の
各

殿
屋
は
同
じ
で
、
位
置
は
中
央
の
中
籬
を
基
点
と
し
て
左
右
対
称
に
構
作
さ
れ
る
⑺
。
悠
紀
院
は
南
北
に
区
分
さ
れ
、
南
の
区
画
に
悠
紀
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の
正
殿
（
悠
紀
殿
）
と
御
厠
（
み
か
わ
や
）、
北
の
区
画
に
は
神
饌
を
調
備
す
る
膳
屋
（
か
し
わ
で
の
や
）・
臼
屋
（
う
す
の
や
）、
神
服

柏
棚
（
か
む
み
そ
の
か
し
わ
だ
な
）
が
構
作
さ
れ
る
。

正
殿
の
構
作
に
つ
い
て
は
、『
儀
式
』
践
祚
大
嘗
祭
儀
（
以
下
、「
践
祚
大
嘗
祭
儀
」
と
略
称
）
に
、
ま
ず
「
其
南
縦
五
間
正
殿
一
宇

長
四
丈
、
廣
一
丈
六
尺
、
柱
高
一
丈
、
椽
長
一
丈
三
尺
、
以
二
葛
野
席
一
覆
二
其
上
一
、
梲
高
四
尺
、

以
二
北
三
間
一
爲
レ
室
、
南
戸
蔀
レ
席
、
以
二
南
二
間
一
爲
レ
堂
、
甍
置
二
五
尺
堅
魚
木
八
枝
一
、
着
二
摶
風
一

」
と
あ
る
。

正
殿
は
五
間
の
殿
舍
で
、
間
口
二
間
、
奥
行
五
間
、
南
北
の
長
さ
四
丈
、
東
西
の
広
さ
一
丈
六
尺
と
あ
る
の
で
柱
間
は
八
尺
。
殿
内

は
、
北
の
三
間
の
「
室
」（
こ
こ
に
神
座
が
鋪
設
さ
れ
る
）
と
、
南
の
二
間
の
「
堂
」（
前
室
に
当
た
る
）
に
分
か
れ
て
い
る
。
椽
（
た
る

き
）
は
、
屋
根
を
支
え
る
た
め
に
棟
木
か
ら
軒
ま
で
並
べ
て
渡
す
木
で
、
そ
の
椽
の
上
に
、
葛
野
席
（
か
ど
の
む
し
ろ

席
は
藺
・
藁
な

ど
で
編
ん
だ
敷
物
）
を
覆
う
の
は
、
萱
を
葺
く
た
め
の
屋
根
の
下
地
と
す
る
た
め
で
あ
る
。
甍
（
い
ら
か

上
棟
、
屋
根
の
最
も
高
い

所
）
に
は
、
五
尺
の
堅
魚
木
（
か
つ
お
ぎ
）
八
枝
を
置
き
、
摶
風
（
ち
ぎ

破
風
の
木
材
を
棟
上
で
交
差
さ
せ
た
も
の
）
を
着
け
る
。

次
に
、「
搆
レ

以
二

黑
木
一

、
葺
レ

以
二

青
草
一

、
其
上
以
二

黑
木
一

爲
二

町
形
一

、
以
二

黑
葛
一

結
レ

之
、
以
二

檜
竿
一

爲
二

承
塵
骨
一

、
以
二

黑
葛
一

結
レ

之
、
以
二

小
町
席
一

爲
二

承
塵
一

、
壁
蔀
レ

以
レ

草
、
表
用
二

伊
勢
斑
席
一

、
裡
用
二

小
町
席
一

。
鋪
レ

地
以
二

束
草
一
所
謂
阿

都
加
草
、
以
二

播
磨
簀
一

加
二

其

上
一

、
簀
上
加
レ

席
」
と
あ
る
。

構
作
は
、
総
て
黒
木
（
く
ろ
き

皮
付
き
の
ま
ま
の
木
材
）
を
用
材
と
し
て
構
築
さ
れ
る
黒
木
造
り
で
、
屋
根
は
青
草
（
か
や

萱
）

葺
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
葺
い
た
青
草
の
上
に
、
黒
木
で
作
っ
た
格
子
状
の
枠
を
乗
せ
て
押
さ
え
と
し
、
黒
葛
（
つ
づ
ら
）
で
結
び
付
け

る
。
天
井
に
は
、
小
町
席
（
こ
ま
ち
む
し
ろ
）
を
承
塵
（
し
ょ
う
じ
ん

防
塵
用
の
布
）
と
し
て
張
り
渡
し
、
承
塵
骨
（
し
ょ
う
じ
ん
の

ほ
ね

承
塵
を
支
え
る
も
の
）
で
あ
る
檜
の
幹
に
黒
葛
で
結
び
付
け
る
。
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壁
は
草
を
芯
と
し
て
作
り
、
表
に
は
伊
勢
斑
席
（
い
せ
の
ま
だ
ら
む
し
ろ
）、
裡
（
う
ら
）
に
は
小
町
席
（
こ
ま
ち
む
し
ろ
）
を
用
い

化
粧
す
る
。
ま
た
、
床
に
つ
い
て
は
、
地
面
に
、
束
ね
た
草
で
あ
る
束
草
（
あ
つ
か
か
や
）
を
敷
き
詰
め
、
そ
の
上
に
播
磨
の
簀
（
す

竹
等
を
粗
く
編
ん
だ
敷
物
⑻
）
を
置
き
、
さ
ら
に
簀
の
上
に
席
（
む
し
ろ
）
を
加
え
る
。

南
の
堂
に
つ
い
て
は
、「
其
堂
東
南
西
三
面
、
竝
表
葦
簾
、
裡
席
障
子
、
但
西
面
二
間
巻
レ

簾
」
と
あ
り
、
堂
の
東
・
南
・
西
の
三
面
総

て
は
、
表
は
葦
簾
（
あ
し
の
す
だ
れ
）、
裡
は
席
障
子
（
む
し
ろ
の
し
ょ
う
じ

席
を
張
っ
た
障
子
）
と
す
る
。
但
し
、
堂
の
西
面
の
二

間
は
簾
を
巻
い
て
お
く
。
堂
の
床
は
、
室
と
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
が
、
十
世
紀
の
『
延
喜
式
』
巻
七
「
践
祚
大
嘗
祭
式
」（「
践
祚
大
嘗

祭
式
」
と
略
称
、
以
下
同
じ
）
に
よ
れ
ば
、
堂
は
束
草
と
播
磨
簀
だ
け
で
、
そ
の
上
の
席
は
加
え
ら
れ
な
い
。

「
儀
式
践
祚
大
嘗
祭
儀
」
に
依
拠
す
れ
ば
、
大
嘗
宮
の
正
殿
（
悠
紀
殿
・
主
基
殿
）
は
黒
木
造
り
で
、
屋
根
は
草
（
萱
）
葺
き
。
室
は
、

草
を
芯
と
し
て
壁
を
作
り
、
伊
勢
斑
席
と
小
町
席
で
化
粧
す
る
。
堂
の
東
・
南
・
西
の
三
面
は
葦
簾
を
垂
ら
し
席
障
子
で
仕
切
る
。
従
っ

て
、
壁
が
設
け
ら
れ
る
の
は
室
の
北
・
東
・
西
の
三
面
で
、
南
は
出
入
り
口
で
あ
る
の
で
、
閉
じ
れ
ば
、
壁
な
ど
を
塗
り
こ
め
た
室
（
む

ろ
）
の
よ
う
な
空
間
と
な
る
。
室
に
進
め
ば
、
草
（
萱
）
の
匂
い
が
漂
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
床
は
、
地
面
に
束
ね
た
草
を
敷
き
、
そ

の
上
に
播
磨
簀
を
置
い
て
作
る
。
さ
ら
に
室
の
み
は
播
磨
簀
の
上
に
席
を
加
え
る
。

正
殿
を
中
心
と
す
る
大
嘗
宮
は
、
大
嘗
祭
斎
行
の
た
め
だ
け
に
構
作
さ
れ
る
、
入
念
で
は
あ
る
が
、
簡
素
・
素
朴
な
神
殿
で
あ
り
、
悠

紀
・
主
基
両
国
の
人
夫
（
よ
ほ
ろ
）
に
よ
っ
て
五
日
間
の
内
に
構
作
さ
れ
、
神
事
が
終
了
し
た
辰
日
の
早
朝
（
卯
二
刻
）
に
は
、
両
斎
国

の
人
夫
に
よ
っ
て
壊
却
さ
れ
る
。

こ
こ
で
着
目
し
た
い
こ
と
は
、
正
殿
（
悠
紀
殿
・
主
基
殿
）
の
北
三
間
の
「
室
」
の
壁
は
、
表
を
伊
勢
斑
席
、
裡
に
は
小
町
席
で
化
粧
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さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
室
は
、
神
座
と
天
皇
の
御
座
が
鋪
設
さ
れ
る
空
間
で
、
天
皇
は
卯
の
日
の
夜
と
、
翌
未
明
に
神
を
お
迎
え
し
て
神

饌
を
奉
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
い
う
「
表
」
と
は
室
の
内
装
の
表
面
化
粧
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
裡
」
は
室
の
外
壁
の
化
粧
と
考
え
ら
れ

る
。こ

の
伊
勢
斑
席
・
小
町
席
の
こ
と
は
、「
踐
祚
大
嘗
祭
式
大
嘗
宮
」
条
に
は
見
え
ず
、
同
条
で
は
、
室
の
「
表
裏
以
レ

席
」
と
す
る
だ
け

で
あ
る
。
南
の
二
間
の
堂
に
つ
い
て
は
、
同
条
に
「
其
堂
東
南
西
三
面
、
竝
表
葦
簾
、
裡
席
障
子
、
但
西
面
二
間
巻
レ

簾
」
と
あ
り
、「
儀

式
践
祚
大
嘗
祭
儀
」
と
同
規
定
で
あ
る
。

従
来
、
看
過
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
神
座
が
鋪
設
さ
れ
、
天
皇
が
神
を
迎
え
神
饌
を
親
供
（
し
ん
ぐ
）
さ
れ
る
正
殿
の
北
三
間
で
あ
る

室
の
壁
の
化
粧
内
装
表
面
に
、
伊
勢
斑
席
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、「
儀
式
践
祚
大
嘗
祭
儀
」
に
「
正
殿
東
南
横
御
廁
一
宇
長
一
丈
、
廣
八
尺
、
高
七
尺
、

西
戸
・
壁
并
扉
等
制
同
二
正
殿
一

」
と
あ
り
、
正
殿
の
東
南
に
構
作
さ
れ
る
、
御
廁

（
み
か
わ
や
）
の
西
戸
・
壁
・
扉
は
、
正
殿
と
同
じ
仕
様
で
あ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
正
殿
の
壁
は
北
三
間
の
室
に
し
か
設
け
ら

れ
な
い
の
で
、
御
廁
の
壁
も
正
殿
の
室
と
同
じ
く
、
表
（
内
装
表
面
）
に
は
伊
勢
斑
席
、
裡
（
外
壁
）
は
小
町
席
を
用
い
て
化
粧
さ
れ
て

い
た
こ
と
と
な
る
。

伊
勢
斑
席
と
小
町
席
で
内
装
を
化
粧
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
史
料
上
確
認
さ
れ
る
の
は
、
正
殿
の
室
と
、
正
殿
の
東
南
に
あ
る
御
厠
だ
け

で
あ
る
。
悠
紀
院
の
構
作
に
用
い
ら
れ
る
料
は
、「
儀
式
践
祚
大
嘗
祭
儀
」
に
「
所
レ

須

六
百
荷
、
柴
千
二
百
荷
、
葛
二
百
荷
、
椎
枝
二

百
五
十
荷
、
承
塵
骨
料
檜
槫
卅
四
村
、
葺
草
千
圍
、
葛
野
席
百
五
十
枚
、
小
町
席
百
枚
、
伊
勢
斑
席
五
十
枚
、
其
主
基
院
制
作
・
裝
束
皆

准
二

悠
紀
一

焉
」
と
あ
る
の
で
、
悠
紀
院
の
正
殿
室
と
御
厠
で
使
用
さ
れ
る
伊
勢
斑
席
は
五
十
枚
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

黒
木
造
り
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
と
、
黒
木
を
用
い
て
殿
舍
を
構
作
す
る
こ
と
は
、『
万
葉
集
』
の
次
の
歌
に
見
え
る
⑼
。
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①
『
万
葉
集
』
巻
八
「
太
上
天
皇
御
製
歌
一
首

波
太
須
珠
寸
、
尾
花
逆
葺
、
黒
木
用
、
造
有
室
者
、
迄
万
代
（
は
だ
す
す
き

尾

花
逆
葺
き

黒
木
も
ち

造
れ
る
室
は

万
代
ま
で
に
）」（
一
六
三
七
番
歌
）

②
『
万
葉
集
』
巻
八
「
天
皇
御
製
歌
一
首

青
丹
吉
、
奈
良
乃
山
有
、
黒
木
用
、
造
有
室
者
、
雖
居
座
不
飽
可
聞
（
あ
を
に
よ
し

奈
良
の
山
な
る

黒
木
も
ち

造
れ
る
室
は

座
せ
ど
飽
か
ぬ
か
も
）」（
一
六
三
八
番
歌
）。

右
二
首
は
左
注
に
「
右
聞
之
、
御
二

在
左
大
臣
長
屋
王
佐
保
宅
一

肆
宴
御
製
」
と
あ
り
、
一
六
三
七
番
と
一
六
三
八
番
の
歌
は
、
左
大
臣

長
屋
王
の
邸
宅
に
、
元
正
太
上
天
皇
と
聖
武
天
皇
が
行
幸
し
肆
宴
さ
れ
た
時
の
御
製
で
あ
り
、
長
屋
王
は
、
太
上
天
皇
と
天
皇
の
来
臨
を

賀
し
て
、
逆
葺
（
さ
か
ぶ
き

萱
の
穂
先
を
下
に
し
て
屋
根
を
葺
く
こ
と
）
で
、
黒
木
造
り
の
室
を
構
作
し
、
太
上
天
皇
と
天
皇
を
お
招

き
し
て
い
る
。
神
代
の
風
を
偲
ぶ
の
で
あ
ろ
う
か
、
居
心
地
が
良
い
と
詠
わ
れ
て
い
る
。

太
上
天
皇
と
天
皇
が
長
屋
王
邸
に
行
幸
さ
れ
た
時
期
は
、
神
亀
元
（
七
二
四
）
年
二
月
の
聖
武
天
皇
即
位
か
ら
同
六
（
七
二
九
）
年
二

月
に
長
屋
王
が
自
害
さ
れ
る
迄
の
間
の
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
大
嘗
祭
関
連
の
殿
舎
に
お
い
て
も
、
悠
紀
・
主
基
両
斎
国
の
斎
場
殿
舎
と
北
野
斎
場
の
神
座
殿
の
屋
根
は
逆
葺
（
倒
葺
）
に
葺

か
れ
る
。

三
、
伊
勢
の
浜
荻
（
は
ま
お
ぎ
）

前
節
に
お
い
て
は
、「
儀
式
践
祚
大
嘗
祭
儀
」
に
よ
っ
て
、
大
嘗
宮
正
殿
の
室
の
化
粧
内
装
表
面
に
、
伊
勢
斑
席
（
い
せ
の
ま
だ
ら
む

し
ろ
）
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
伊
勢
斑
席
の
こ
と
は
「
践
祚
大
嘗
祭
式
」
を
初
め
と
し
て
他
の
文
献
に
も
管
見
の
限
り

で
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
点
は
今
後
の
課
題
と
な
る
が
、「
伊
勢
斑
席
」
と
は
、
濃
淡
が
入
り
混
じ
っ
て
編
ま
れ
た
伊
勢
産
の
席
の
こ
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と
で
あ
ろ
う
。
席
の
訓
は
、『
名
義
抄
』
法
下
一
〇
五
に
「
席
ム
シ
ロ
、

シ
キ
ヰ

」
と
見
え
る
⑽
。
席
（
筵
・
莚
・
蓆
）
は
、
藺
・
竹
・
藁
・
蒲
な
ど

で
編
ん
だ
敷
物
の
こ
と
で
あ
る
が
、
伊
勢
と
言
え
ば
、「
伊
勢
の
浜
荻
（
は
ま
お
ぎ
）」
の
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。
な
お
、
荻
は
、
水
辺
に

自
生
す
る
イ
ネ
科
の
多
年
草
で
、
薄
（
す
す
き
）
と
よ
く
似
て
い
る
が
、
荻
は
葉
・
穂
が
大
き
い
と
い
う
。

「
伊
勢
の
浜
荻
」
は
、
夙
に
『
万
葉
集
』
巻
四
・
五
〇
〇
番
歌
に
詠
わ
れ
て
お
り
、
都
人
の
間
で
も
名
高
い
伊
勢
の
風
物
と
な
っ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。

碁
檀
越
の
伊
勢
国
に
往
き
し
時
、
留
ま
れ
る
妻
の
作
る
歌
一
首

神
風
の

伊
勢
の
浜
荻

折
り
伏
せ
て

旅
寝
や
す
ら
む

荒
き
浜
辺
に
⑾

右
は
、
伊
勢
国
に
旅
す
る
碁
檀
越
（
ご
の
だ
ん
を
ち
）
を
偲
ん
で
、
留
守
居
の
妻
が
、
夫
は
伊
勢
の
浜
に
自
生
す
る
荻
を
折
り
伏
せ
て

旅
寝
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
と
詠
っ
た
歌
で
あ
る
。

伊
勢
国
を
旅
し
た
碁
檀
越
が
如
何
な
る
人
物
か
は
未
詳
で
あ
る
が
、
こ
の
『
万
葉
集
』
巻
四
・
五
〇
〇
番
歌
を
、
巻
一
の
四
十
番
か
ら

四
十
四
番
ま
で
の
歌
と
関
連
付
け
る
解
釈
も
あ
る
⑿
。
巻
一
・
四
十
番
か
ら
四
十
四
番
ま
で
の
歌
は
、
題
詞
と
左
注
よ
り
、
持
統
天
皇
六

（
六
九
二
）
年
の
伊
勢
行
幸
の
時
に
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
確
証
は
な
い
が
、
両
歌
に
関
連
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

碁
檀
越
は
持
統
天
皇
六
年
の
伊
勢
行
幸
時
の
従
駕
者
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

持
統
天
皇
四
（
六
九
〇
）
年
に
皇
大
神
宮
（
内
宮
）
の
第
一
回
造
替
（
遷
御
）
が
斎
行
さ
れ
⒀
、
同
五
年
に
持
統
天
皇
大
嘗
祭
が
斎
行

さ
れ
、
そ
し
て
、
翌
六
年
に
伊
勢
に
行
幸
さ
れ
た
。
朝
廷
内
に
反
対
意
見
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
施
さ
れ
た
伊
勢
行
幸
の
目
的

は
、『
日
本
書
紀
』
持
統
天
皇
六
年
三
月
条
を
基
に
推
察
す
れ
ば
、
皇
大
神
宮
の
造
替
に
貢
献
し
た
伊
賀
・
伊
勢
な
ど
の
諸
国
へ
の
慰
労
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賜
録
の
た
め
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

「
伊
勢
の
浜
荻
」
を
詠
っ
た
歌
は
、『
万
葉
集
』
以
下
、『
千
載
和
歌
集
』・『
新
古
今
和
歌
集
』・『
続
古
今
和
歌
集
』・『
新
拾
遺
和
歌
集
』

・『
山
家
集
』・『
夫
木
和
歌
抄
』
な
ど
、
多
く
の
和
歌
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

『
千
載
和
歌
集
』
巻
十
七
・
一
〇
八
九
番
⒁

い
か
に
せ
む

伊
勢
の
浜
荻

み
が
く
れ
て

思
は
ぬ
磯
の

波
に
朽
ち
な
ん
（
源
俊
重
）

『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
十
・
九
四
三
番

い
く
夜
か
は

月
を
哀
と

な
が
め
き
て

浪
に
お
り
し
く

伊
勢
の
は
ま
お
ぎ
（
越
前
）

風
さ
む
み

伊
勢
の
は
ま
お
ぎ

わ
け
ゆ
け
ば

衣
か
り
が
ね

浪
に
な
く
な
り
（
前
中
納
言
匡
房
）

都
の
王
朝
人
に
よ
っ
て
詠
わ
れ
た
「
伊
勢
の
浜
荻
」
に
つ
い
て
は
、
神
宮
宮
司
・
鹿
島
則
文
の
命
を
受
け
、
明
治
二
十
八
年
に
刊
行
さ

れ
た
『
神
都
名
勝
誌
』
の
「
浜
荻
」
の
項
に
参
考
と
な
る
記
事
が
あ
る
⒂
。

浜
荻
天
狗
石
の
南
壱
町
許
、
道
の
右
に
あ
り
、
土
俗
、

片
葉
の
蘆
と
云
ふ
。
四
方
に
、
石
畳
を
築
け
り

往
古
ハ
、
此
の
辺
、
三
津
湊
よ
り
の
入
江
に
て
、
総
べ
て
、
蘆
荻
の
洲
な
り
き
と
い
ふ
。
近
世
、
堤
防
を
設
け
て
、
潮
水
を
塞
ぎ
、

数
町
の
田
圃
を
開
墾
せ
り
。
而
し
て
、
浜
荻
の
旧
地
を
存
せ
む
と
て
、
僅
に
、
数
坪
の
所
に
、
蘆
荻
植
ゑ
た
り
。
勢
陽
雑
記
に
、
最

名
高
き
致
景
の
所
も
、
か
く
浅
ま
し
く
な
り
侍
る
な
り
。
此
の
後
、
跡
方
も
な
く
、
風
の
音
さ
へ
無
く
な
ら
む
こ
と
、
心
あ
ら
む
人
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い
か
で
か
悲
し
ま
ざ
ら
む
や
と
記
し
た
り
。
さ
れ
ば
、
其
の
頃
、
已
に
、
今
如
く
変
り
た
り
し
な
る
べ
し
。

地
元
の
人
は
、「
浜
荻
」
を
片
葉
の
蘆
と
云
う
。
三
津
湊
（
み
つ
の
み
な
と
）
よ
り
の
入
江
で
、
近
辺
一
帯
に
蘆
荻
が
群
生
し
て
い
た

が
、
近
世
、
田
圃
開
墾
の
た
め
潮
水
を
塞
ぎ
、
た
め
に
浜
荻
の
名
勝
地
が
失
わ
れ
た
。
浜
荻
の
旧
地
を
記
念
し
て
数
坪
に
浜
荻
を
植
え
、

石
畳
を
築
い
た
。
ま
た
、『
勢
陽
雑
記
』
も
浜
荻
の
名
勝
地
が
失
わ
れ
た
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
の
で
、
蘆
荻
の
群
生
が
消
滅
し
た
の
は
、

そ
の
頃
か
ら
の
こ
と
、
と
記
し
て
い
る
。

三
津
は
、
現
伊
勢
市
二
見
町
三
津
。
三
津
は
御
津
の
意
で
、『
倭
姫
命
世
記
』
に
よ
れ
ば
、
倭
姫
命
が
こ
の
地
に
船
を
留
め
、
三
津
村

と
名
付
け
た
と
す
る
。
ま
た
、『
勢
陽
雑
記
』
は
、
津
藩
士
の
山
中
為
綱
が
明
暦
二
（
一
六
五
五
）
年
に
著
し
た
地
誌
で
あ
る
。

二
見
の
三
津
に
群
生
し
景
勝
地
を
形
成
し
て
い
た
三
津
の
浜
荻
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
は
冶
水
工
事
の
た
め
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
よ

う
で
あ
る
が
、
こ
の
三
津
に
代
表
さ
れ
る
自
生
の
浜
荻
が
、『
万
葉
集
』
の
時
代
か
ら
都
人
に
詠
わ
れ
た
「
伊
勢
の
浜
荻
」
で
あ
ろ
う
。

大
嘗
宮
正
殿
の
室
の
化
粧
内
装
表
面
に
用
い
ら
れ
る
「
伊
勢
斑
席
」
と
は
、
伊
勢
に
自
生
す
る
「
伊
勢
の
浜
荻
」
を
素
材
と
し
て
編
ま

れ
た
席
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
何
故
、「
伊
勢
の
浜
荻
」
を
素
材
と
し
て
編
ま
れ
た
席
で
あ
る
「
伊
勢
斑
席
」
を
、
大
嘗
宮
正
殿
の
室
の
化
粧
内
装
表
面
に
用

い
た
の
か
。
答
え
は
自
明
で
、
卯
日
の
夜
と
翌
未
明
に
、
都
か
ら
遠
く
離
れ
た
伊
勢
か
ら
来
臨
さ
れ
る
天
照
大
神
（
皇
祖
神
）
を
、「
伊

勢
の
浜
荻
」
で
編
ま
れ
た
「
伊
勢
斑
席
」
を
用
い
て
壁
を
化
粧
し
た
室
に
、
お
迎
え
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
ま
で
の
行
論
に
誤
り
が
無
い
と
す
れ
ば
、
天
照
大
神
が
大
嘗
祭
の
御
祭
神
で
あ
る
こ
と
は
、
文
献
上
、
平
安
前
期
の
「
儀
式
践
祚

大
嘗
祭
儀
」
ま
で
遡
っ
て
確
認
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
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注⑴

拙
著
『
日
本
古
代
即
位
儀
礼
史
の
研
究
』
第
一
篇
一
章
（
思
文
閣
出
版
、
平
成
十
一
年
）
参
照
。

⑵

神
道
大
系
『
践
祚
大
嘗
祭
』（
神
道
大
系
編
纂
会
、
平
成
二
年
）
所
収
。

⑶

木
本
好
信
『
江
記
逸
文
集
成
』（
国
書
刊
行
会
、
昭
和
六
十
年
）
に
拠
る
。

⑷

図
書
寮
叢
刊
『
九
条
家
歴
世
記
録
』
一
（
明
治
書
院
、
平
成
元
年
）
に
拠
る
。

⑸

岡
田
荘
司
『
大
嘗
の
祭
り
』、
学
生
社
、
平
成
二
年
。

⑹

現
存
本
『
儀
式
』
十
巻
が
平
安
前
期
の
『
貞
観
儀
式
』
と
考
定
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
所
功
「「
大
嘗
祭
」
儀
式
文
の
成
立
」（
同
『
平
安
朝

儀
式
書
成
立
史
の
研
究
』、
国
書
刊
行
会
、
昭
和
六
十
年
）
を
参
照
。

⑺
『
訓
読
・
注
釈

儀
式
践
祚
大
嘗
祭
儀
』（
思
文
閣
出
版
、
平
成
二
十
四
年
）
の
参
考
図
１０
参
照
。

⑻
「
踐
祚
大
嘗
祭
式
」
で
は
竹
簀
と
す
る
。

⑼
『
万
葉
集
』
は
古
典
文
学
大
系
本
に
拠
っ
た
。

⑽
『
類
聚
名
義
抄
』、
風
間
書
房
、
昭
和
五
十
三
年
。

⑾

古
典
文
学
大
系
本
『
万
葉
集
』
の
訓
読
文
に
従
っ
た
。

⑿

日
本
古
典
文
学
全
集
『
万
葉
集
』
一
（
小
学
館
、
平
成
六
年
）
二
八
二
頁
。

⒀
『
太
神
宮
諸
雑
事
記
』（
神
道
大
系

神
宮
編
一
所
収
）
を
参
照
。

⒁
『
千
載
和
歌
集
』・『
新
古
今
和
歌
集
』
は
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
拠
っ
た
。

⒂
『
神
都
名
勝
誌
』、
皇
學
館
大
学
、
平
成
四
年
。
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